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北広島町地域公共交通再編計画 ～芸北地域～
1.北広島町全体のネットワーク

①広域幹線
• 関係市町と協議・調整のうえ、路線の最適化を検討するとともに、必要に応じてダイヤ、便数等の見直しの検討を行う。

②町内幹線
• 芸北、安芸美和、大朝、千代田、豊平の拠点間を町内幹線で結び、児童・生徒の通学手段を確保した上で、通院・買物の移動利便性を確保したサー
ビスを提供する。

• 現状の車両数で運行可能なダイヤとする。
③支線
• 旧町内完結路線は主に児童・生徒の通学便として位置づけ、土日祝や学校の長期休暇期間は運行しないことを基本とする。
• デマンド型乗合バス（ホープタクシー）は主に高齢者等の通院・買物等の移動手段として位置づけ、自宅から旧町内の病院や買物施設、乗り継ぎ拠点
までを運行する。

• ホープタクシーの乗り継ぎを可能にし、旧町間の移動手段としての機能も付加する。
④乗継拠点
• 芸北、安芸美和、豊平、大朝地域に、町内幹線と支線の乗継拠点を整備する。
• 乗継拠点は、待合機能のほか、バスロケーションシステムを活用した運行情報を掲示する。
• ホープタクシー同士の乗継拠点についても待合環境を整備する。

⑤その他
• 運行情報が見える化できる簡易のバスロケーションシステムを開発・導入する。
• 乗車人数に見合った車両となるよう、小型化を図りながら車両更新を行う。

＜再編方針＞

＜再編スケジュール＞

＜再編イメージ図＞

路線名
実施
年度

再編内容

千
代
田
芸
北
・
金
城
線

H30
• 「北広島病院前」まで延伸。
• 通院・買物に配慮したダイヤに変更。

H31

• 起終点の「上荒神原」または「芸北支所」への
変更を検討（通学便のみ「上荒神原」発
着）。

• 「小国橋」～「上荒神原」間は定時定路線の
デマンド化を検討。

• 利用者が増加した場合、２車両での運行と
し、増便を検討。

（ただし、飯室芸北線、溝口線を1台で運行す
ることが前提）

溝
口
線

H30 •学校の冬期休暇期間運休。

飯
室芸

北
線

H31

• 町外への移動については、広島北インター行き
（飯室芸北線）か戸河内ICバスセンター行
き（加計戸河内線）のどちらが移動しやすく、
必要性が高いか見極めた上で、見直しを検討。

加
計戸

河
内
線

H31

•平成31年4月を目途にダイヤの見直しを検討。
•町外への移動については、広島北インター行き
（飯室芸北線）か戸河内ICバスセンター行
き（加計戸河内線）のどちらが移動しやすく、
必要性が高いか見極めた上で、見直しを検討。

才
乙
線

H30 • 学校の冬期休暇期間は運休。

H31
• 「芸北ホリステックセンター前」止めから「芸北小
学校前」止めへの変更を検討。

八
幡
線

H30 • 学校の冬期休暇期間は運休。

ホ
ー
プ

タ
ク
シ
ー

H30
•土曜日を減便し、日曜日・祝日も運行する。
•溝口線と八幡線は、千代田芸北・金城線との
乗継に配慮したダイヤに変更。

２.芸北地域の各路線の再編内容

広域幹線 町内幹線 町内準幹線 支線 乗継拠点

高速バス 路線バス 路線バス 路線バス

路線バス ホープタクシー

• 2段階で再編を行う
• 第１ステップ（H30.10.1）での再編後、利用状況や児童生徒の通学実態、関係者との調整を踏まえて、第２ステップ（H31.10~）で更に見直し・
再編を行う。

※美和線は町内準幹線として位置付け、朝夕は定時定路線運行、
日中はデマンド運行を行う

大朝

豊平

豊平

千代田

至 広島市

至 安芸高田市

至 邑南町
至 浜田市

至 広島市

至 安芸太田町

芸北

安芸美和

至 浜田市

第１ステップ（H30.10.1） 第２ステップ（H31.10~）

H30.4月 H30.10月 H31.4月 H31.10月

第１ステップ（実証運行）準備 検証・準備

H32.１月

広域幹線 第２ステップ（本格運行）

町内幹線・支線 第２ステップ（本格運行）

乗継拠点整備

準備



３.再編後の路線と具体的な変更点

５.乗り継ぎ拠点

▲芸北郷の館の大型画面の表示
▲スマホ画面の表示▲JA美和支店の既設ベンチ ▲囲いの設置イメージ

環境改善点１ ホープタクシー同士の乗継のための待合環境の確保
・JA広島市美和店を、ホープタクシー美和エリア⇔大朝エリアの乗継拠点とし、待合環
境を確保する。

・JA広島市美和店内に待合のための椅子を、店外の既設ベンチ周辺に防風のた
めの囲いの設置を検討する。

第１ステップ
（H30.10.1）

至安芸太田町

上荒神原

小国橋

乗り継ぎ拠点

JA広島市美和店

環境改善点２ バスロケーションシステムによる待ち時間の情報提供
・芸北郷の館とJA広島市美和店に大型画面を設置し、ホープバスの近接情報や遅延情報、地
図上での位置を確認できるようにする。

・スマホ等でバス停のQRコードを読み込むか、「北広島町バスロケ」TOP画面からバス停名を検
索すると上記の情報が確認できるようにする。

・千代田地域での滞在時間を確保できるよう、ダイヤを変更。

現状 千代田インター着 千代田インター発 滞在時間

朝の便 8:57 10:30 1時間33分

昼の便 13:21 14:15 54分

変更後 千代田インター着 千代田インター発 滞在時間

朝の便 8:57 11:00 2時間3分

昼の便 13:13 14:35 1時間22分

千代田芸北・金城線

北広島病院前

千代田地域

千代田インター

・「北広島病院前」まで
延伸。

加計戸河内線
・ 各方面第2便のダイヤの変更を検討。

現状 上荒神原 戸河内IC BC

加計方面 12:33 13:48

芸北方面 15:30 14:15

変更後 上荒神原 戸河内IC BC

加計方面 11:33 12:48

芸北方面 14:30 13:15

才乙線・溝口線
・学校の冬期休暇期間は運休。
→夏期休暇期間は、部活動等で生
徒の利用があるため運行。

→冬期休暇期間中の一般の利用者
はホープタクシーでカバー。

八幡線
・学校の冬期休暇期間は運休。
→夏期休暇期間は、部活動等
で生徒の利用があるため運行。

→冬期休暇期間中の一般の
利用はホープタクシーでカバー。

第2ステップ
（H31.10~）

千代田芸北・金城線
・「小国橋」~「上荒神原」間は、
定時定路線のデマンド化を検討。

千代田芸北・金城線
・起終点を「上荒神原」または「芸
北支所」への変更を検討。

（通学便のみ「上荒神原」発着）
・利用者が増加した場合、２車両
での運行とし、増便を検討。

ホープタクシー
・ 土曜日を減便し、日曜日・祝日も運行。
→一般タクシーが運行していないことに
よる移動制約者をホープタクシーによっ
てカバー。

・溝口線と八幡線は、千代田芸北・金城
線との乗継に配慮したダイヤに変更。

加計戸河内線・飯室芸北線
・ 町外への移動については、広島北インター行き
（飯室芸北線）か戸河内ICバスセンター行き
（加計戸河内線）のどちらが移動しやすく、必
要性が高いか見極めた上で、見直しを検討。

※詳細については今後調整

才乙線
・「芸北ホリステックセンター前」止め
から「芸北小学校前」止めへの
変更を検討。

乗り継ぎ拠点

芸北郷の館

▲専用サイトのQRコード

千代田インター～北広島病院
前の各バス停に停車


